
札幌市全体の予算規模

○一般会計の平成30年度予算額は、待機児童解消などの重点政策の影響等により対前年度比1.5％増の

1兆116億円を計上

○一般会計の当初予算ベースでは市政史上初めて１兆円の大台を突破

○特別会計・企業会計を加えた全会計では、対前年度比1.1％減の1兆6,344億円を計上

一般会計予算規模の推移
（単位：億円、％）

会 計 30年度予算額 29年度予算額 比較増減 増減率

一 般 会 計 10,116 9,965 151 1.5

特 別 会 計 3,617 3,977

企 業 会 計 2,611 2,590 22 0.8

総 計 16,344 16,532 ▲ 188 ▲ 1.1

▲ 361 ▲ 9.1
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平成30年度予算のポイント 経済・雇用

◆観光客受入環境整備
（133百万円）

宿泊施設が行う富裕層向け環境整備
に対する補助を実施

◆ＭＩＣＥ施設整備 （22百万円）
新ＭＩＣＥ施設整備に向けた機能の詳細検討等を実施

◆市内周遊バス運営 （15百万円）
都心部とモエレ沼公園などの郊外観光スポットを周遊する
バスの運行をモデル実施

◆観光資源発掘・魅力創出 （40百万円）
日本新三大夜景都市としてのさらなるＰＲ等

観光客・ＭＩＣＥ誘致の推進

◆シニアワーキングさっぽろ開催 （24百万円)
市内企業の担い手不足の解消に向けた、企業と高齢者との
マッチングを図る体験付き仕事説明会の拡充（１→５会場）

◆東京圏新卒者等ＵＩＪターン就職支援 （52百万円)
ＵＩＪターン就職希望者と企業向けの就職支援窓口の運営
及び東京圏の大学での説明会や合同企業説明会を実施

◆女性の多様な働き方支援窓口運営(再掲) （58百万円)
女性が希望する個々のニーズに応じた働き方を支援する初期
相談の窓口を設置

様々な世代の就労を支援
拡充

新規

拡充

拡充

新規

◆札幌市ＩＣＴ活用戦略推進 （33百万円)
官民が保有するオープンデータやビックデータの収集・管理、
及び健康ポイント制度の運用

◆観光分野におけるICT推進 （34百万円）
観光関連データを活用した観光客の周遊促進と購買意欲の向上

◆地下空間におけるＩＣＴ活用実証実験 （50百万円）
地下情報アプリ「さつチカ」の普及や人流データ等のＡＩ分析
による避難ルート策定及び誘客・案内

◆ＩoＴ推進コンソーシアム事業 （42百万円)
高度ＩＴ人材の育成や先導的実証事業を行う企業への補助

ＩＣＴを活用した先進的取組の推進

民間投資を誘発する取組を実施し、
都市の活力や魅力があふれるまちへ！

拡充
◆企業立地促進 （1,317百万円）
本社機能をはじめとした企業の立地等を促進

◆医療関連産業集積促進 （63百万円)
北海道大学や札幌医科大学等の先端研究の成果を生かした医療
関連産業の集積に向けて、企業への補助を拡充

新たな企業の創出

拡充

新規
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人材への
支援
計32事業

事業費10.8億円
（H29 : 10.0億円）

人材への
支援
計32事業

事業費10.8億円
（H29 : 10.0億円）

中小・小規模
企業への支援

計35事業
事業費782.8億円
（H29 : 820.4億円）

中小・小規模
企業への支援

計35事業
事業費782.8億円
（H29 : 820.4億円）

新たな企業の創出
計18事業

事業費15.7億円
（H29 : 10.4億円）

新たな企業の創出
計18事業

事業費15.7億円
（H29 : 10.4億円）

・ 企業立地促進費 （1,317,000千円） ～デジタルマーケティングを強化～

・ 中小企業融資信用保証料補給 （36,000千円） ～創業・雇用創出支援資金の信用保証料の補給を継続実施～

平成29年1月に改定した産業振興ビジョンの方向性に沿い、様々な角度から産業振興、観光振興、就労支援を展開

(政策的経費 計78事業)

産業振興ビジョン［改定版］の推進に向けた平成30年度予算の状況

・（レベ）女性の多様な働き方支援窓口運営 (58,000千円) ～女性の希望に応じた様々な働き方を支援する窓口を設置～
・（レベ）女性社員の活躍応援 （23,000千円) ～札商と連携し、企業の働き方改革企業の働き方改革のロールモデルを創出～

・ 東京圏新卒者等ＵＩＪターン就職支援 （52,000千円) ～都内にUIJターン就職希望者と企業向けの就職支援窓口を設置～

・（レベ）シニアワーキングさっぽろ開催 （24,000千円) ～企業とシニアのマッチングイベントを市内全域で展開～

・(レベ)医療関連産業集積 （63,000千円)
～札幌の産業創出と道外からの資金・人材等の誘致を通じ、医療関連産業活性化～

・ＩoＴ推進コンソーシアム事業 （42,000千円)
～先端技術を活用し、市内IT産業の活性化を図る実証実験等を実施～

・ＩＴ利活用ビジネス拡大 （37,000千円)
～市内IT企業と他産業との連携を促進し、ITを活用した新製品等の創出～

・（レベ）海外拠点運営 （46,000千円）
～台湾に食品海外ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを設置～

・食品海外販路拡大支援事業 （45,000千円)
～食関連企業の海外輸出の展開を支援～

・（レベ）中小企業融資対策資金貸付金 （77,000,000千円) ～札幌みらい資金の融資対象に「女性活躍推進に取り組む企業」を追加～

・（レベ）新製品・新技術開発支援事業※ものづくり開発（46,000千円）～新製品開発等の小規模企業向け補助を強化～

好調な観光需要を札幌経済へ波及させるため、魅力
アップや受入環境整備を実施

「食」の魅力を生かした消費拡大や販路拡大、安全と信頼の
確保

経営強化に繋がる省エネ推進、エネルギービジネス促進

集積する研究シーズの実用化、産業集積の促進

独自製品開発等による新たな市場創出、先端技術の活用

円滑な資金調達や自社の強みとなる付加価値の向上、商店街の持続的発展、物流機能強化・高度化、海外需要の積極的な獲得

魅力ある雇用の場の創出、都市間競争を勝ち抜くための立地環境整備、創業マインドの向上、創業支援の質・量の向上

担い手不足解消に向けた企業向けの人材確保と育成、若年層の地元定着のための就労支援、女性・高齢者の有業率向上、ニー
ズを踏まえたＵＩＪターンの推進

観 光
計20事業

事業費14.2億円
（H29 : 12.5億円）

観 光
計20事業

事業費14.2億円
（H29 : 12.5億円）

食
計18事業

事業費5.3億円
（H29 : 5.4億円）

食
計18事業

事業費5.3億円
（H29 : 5.4億円）

環境
（エネルギー）

計9事業
事業費9.4億円
（H29 : 9.8億円）

環境
（エネルギー）

計9事業
事業費9.4億円
（H29 : 9.8億円）

健康福祉
・医療
計9事業

事業費3.3億円
（H29 : 2.5億円）

健康福祉
・医療
計9事業

事業費3.3億円
（H29 : 2.5億円）

ＩＴ・クリエイティブ
計14事業

事業費5.0億円
（H29 : 5.7億円）

ＩＴ・クリエイティブ
計14事業

事業費5.0億円
（H29 : 5.7億円）

・新製品・新技術開発支援事業※環境エネルギー技術開発
（45,000千円) ～環境・エネルギー技術の開発を支援～

・札幌型省エネルギービジネス創出事業（8,000千円)
～省エネ総合窓口を設置し、札幌市特有のビジネス展開を支援～

・(レベ) 観光客受入環境整備 （133,000千円）
～富裕層の受入環境整備～

・（新）都心モエレ沼公園循環バス運営 （15,000千円)
～都心部とモエレ沼公園を循環するバスの運営～

・健康医療バイオ産業支援（78,000千円)
～健康福祉・医療関連企業の研究開発・ビジネス機会拡大等を促進～

中小企業融資対策資金貸付金が減となった影響を除くと8億円の増

・MICE施設整備 （22,000千円)
～新MICE施設整備に関する検討

・（新）民泊制度管理 （25,000千円)
～事業者からの届出や市民からの相談に対応する総合窓口設置
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Ｈ29年度 経済観光局予算額（補正反映後）：861億円 ⇒ Ｈ30年度 経済観光局予算額：831億円 (対前年度比▲3.5％減)


